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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 Sun Microsystems による  JavaSoft Remote Method 
Invocation （RMI） の BEA WebLogic Server™ RMI 実装について説明します。
BEA の実装は WebLogic RMI と呼ばれます。

このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic RMI について」 では、 WebLogic RMI の機能とアーキテ
クチャの概要について説明します。

� 第 2 章 「WebLogic RMI の機能とガイ ド ラ イン」 では、 WebLogic Server の 
RMI のプログラ ミ ングで使用する機能について説明します。

� 第 3 章 「WebLogic RMI の実装」 では、 WebLogic RMI の一部と して添付さ
れているパッケージについて説明し、 WebLogic RMI の実装方法を示します
（パブ リ ッ ク  API には、 WebLogic で実装された  RMI 基本ク ラス、 レジス ト
リ、 およびサーバのパッケージが含まれています）。

対象読者

このマニュアルは、 Remote Method Invocation （RMI） 機能を使用して e- コマー
ス  アプ リ ケーシ ョ ンを構築するアプリ ケーシ ョ ン開発者を対象と しています。
Web テク ノ ロジ、 オブジェ ク ト指向プログラ ミ ング手法、 および Java プログラ
ミ ング言語に読者が精通しているこ と を前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA の Web サイ トで入手できます。 BEA のホー
ム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。
WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド v



このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Server の Web サイ ト で入手できます。
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を

書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン
ト のホーム ページを開き、 [ ドキュ メン ト のダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印
刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト （http://www.adobe.co.jp） で無料
で入手できます。

関連情報

BEA の Web サイ ト では、 WebLogic Server の全マニュアルを提供しています。
このマニュアル以外に、 『WebLogic RMI over IIOP プログラマーズ ガイ ド』 を参
照する場合があ り ます。 WebLogic RMI over IIOP を使用する と、 ク ラ イアン ト
は、 Internet Inter-ORB Protocol （IIOP） を介して RMI リモー ト  オブジェク トに
アクセスできるため、 RMI プログラ ミ ング モデルが拡張されます。

サポート情報

BEA のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ
ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。
vi WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド

http://www.adobe.co.jp
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/rmi_iiop/index.html
mailto:docsupport-jp@beasys.com


本バージ ョ ンの BEA WebLogic Server について不明な点がある場合、 または 
BEA WebLogic Server のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSupport （www.bea.com） を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせ
ください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同梱
されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。
WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド vii

http://www.bea.com


等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

表記法 適用
viii WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド



... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。 

表記法 適用
WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド ix
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1 WebLogic RMI について

以下の節では、 WebLogic RMI の機能について概説します。

� WebLogic RMI とは

� WebLogic RMI の機能

WebLogic RMI とは

Remote Method Invocation （RMI） は、 Java を使用した分散オブジェ ク ト  コン
ピューテ ィングのための標準仕様です。 RMI を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン
はネッ ト ワーク内の別の場所に存在するオブジェ ク ト を参照し、 そのオブジェク
トのメ ソ ッ ドを、 そのオブジェ ク トがあたかも ク ラ イアン ト の仮想マシンにロー
カルに存在するかのよ うに呼び出すこ とができます。 RMI は、 分散 Java アプリ
ケーシ ョ ンがどのよ うに複数の Java 仮想マシン （JVM） で動作するかを指定す
るものです。 

WebLogic は、 JavaSoft RMI 仕様を実装しています。 WebLogic RMI は、 標準
ベースの分散コンピューティ ングを実現します。WebLogic Server を使用する と、
高速かつ信頼性の高い大規模なネッ ト ワーク  コンピューティ ングが可能にな り
ます。 さ らに WebLogic RMI を使用する と、 製品、 サービス、 リ ソースをネッ ト
ワーク内のどこにでも配置しつつ、 プログラマとエンド  ユーザにはそれらを
ローカル環境の一部であるかのよ うに見せるこ とができます。 

WebLogic RMI は直線的なスケーラビ リ テ ィ をサポートするだけでな く、 コン
フ ィグレーシ ョ ンされた数のサーバ スレ ッ ドに実行要求を分割できます。 複数
のサーバ スレ ッ ドの使用によ り、 WebLogic Server はレイテンシと空いたプロ
セッサを活用できます。 
WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド 1-1



1 WebLogic RMI について
WebLogic RMI は、 標準に完全に準拠しています。 RMI の他の実装を使用する場
合は、 import 文を変更するだけでプログラムを変換できます。 JavaSoft の RMI 
の参照実装と  WebLogic の RMI 製品には相違があ り ますが、 これらの相違は開
発者からはまった く見えません。

また、 WebLogic RMI は WebLogic Java Naming and Directory Interface （JNDI）
と完全に統合されています。 WebLogic RMI では JNDI API またはレジス ト リ  イ
ンタフェースを使用して、 アプ リ ケーシ ョ ンを意味のあるネーム スペースに分
けるこ とができます。 

このマニュアルは WebLogic RMI の使い方について説明したものですが、 リモー
ト  オブジェ ク トや分散アプリ ケーシ ョ ンの記述方法についての初心者向け
チュート リ アルではあ り ません。 RMI について知 りたい場合は、 JavaSoft Web 
サイ トの 「RMI tutorial」 を参照して ください。 

WebLogic RMI の機能

JavaSoft の RMI 参照実装と同じ よ うに、 WebLogic RMI は複数の Java 仮想マシ
ン (JVM) での透過的な リモー ト呼び出しを提供しています。 RMI 仕様に書かれ
ている リモー ト  インタフェースおよび実装は、 変更を加えずに WebLogic RMI 
で使用できます。 

次の表に、 RMI の WebLogic 実装の重要な機能を示します 。

 

表 1-1 WebLogic RMI のパフォーマンス

機能 WebLogic RMI

全体的なパフォーマンス WebLogic Server フレームワーク との統合によ
り、 WebLogic RMI のパフォーマンスが向上
する。 WebLogic Server は、 通信の基本サポー
ト、 スレ ッ ド と ソケッ トの管理、 効率的なガ

ベージ  コレクシ ョ ン、 およびサーバ関連サ
ポー ト を提供する。
1-2 WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド



WebLogic RMI の機能
 

スケーラビ リテ ィ 直線的なスケーラビ リテ ィ をサポートする。

JavaSort RMI に比べてスケーラビ リテ ィが極
めて高い。 PC ク ラスの比較的小規模な単一プ
ロセッサのサーバであっても、 1000 を超える  
RMI ク ラ イアン ト を同時にサポー トできる
（サーバの負荷と メ ソ ッ ド呼び出しの複雑さに

よって異なる）。

スレッ ド と ソケッ トの管理 WebLogic RMI のク ラ イアン トからネッ ト
ワークへの ト ラフ ィ ッ ク用に、 非同期、 双方

向の単一接続が使用される。 この接続で、

WebLogic JDBC 要求などのサービスもサポー
トでき る。

シ リ アラ イゼーシ ョ ン 高性能なシ リアラ イズによ り、 リモー ト  ク ラ
スを  1 回しか使用しない場合でも大幅なパ
フォーマンス向上が実現される。

共存オブジェ ク トの解決 同じ場所にあるオブジェ ク トが リモー ト と し

て定義されている場合のパフォーマンスの低

下がない。 同じ場所にある 「リモート 」 オブ

ジェ ク トへの参照は、 実装オブジェ ク トへの

直接参照と して解決される。

サービスをサポートするプ

ロセス

WebLogic RMI レジス ト リは RMI レジス ト リ  
プロセスに取って代わる ものである。

WebLogic RMI は WebLogic Server 内で稼動す
る。 他のプロセスを追加する必要はない。

表 1-2 WebLogic RMI の使いやすさ

機能 WebLogic RMI

rmic スタブと スケル ト ンは実行時に WebLogic 
RMI によって動的に生成される。 このため、
ク ラ スタ対応ク ラ イアン ト または Internet 
Inter-ORB Protocol (IIOP) ク ラ イアン ト を除
いて、 明示的に weblogic.rmic を実行する必
要はない。

表 1-1 WebLogic RMI のパフォーマンス （続き）

機能 WebLogic RMI
WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド 1-3



1 WebLogic RMI について
簡単に使用できる拡張機能 リモート  インタフェース と コード生成のた
めの、 簡単に使用できる拡張機能を備えてい

る。 たとえば、 インタフェースの各メ ソ ッ ド

は、 throws ブロ ッ ク内で 
java.rmi.RemoteException を宣言する必
要がない。 アプ リケーシ ョ ンが送出する例外

は、 そのアプ リ ケーシ ョ ンに固有なものでも

よ く、 RuntimeException を拡張するこ と
もできる。

プロキシ リモート  オブジェク トのク ラ イアン トが使
用するク ラ ス。 RMI の場合はスケル ト ン  ク
ラ ス と スタブ ク ラスが使用される。 スタブ 
ク ラスは、 ク ラ イアン トの  Java 仮想マシン
（JVM） で呼び出されるインスタンス。 スケ
ル ト ン  ク ラ スはリモート  JVM に存在し、 リ
モー ト  JVM 上で呼び出されたメ ソ ッ ド と引
数のマーシャ リ ングを解除し、 リモート  オ
ブジェ ク トのインスタンスのメ ソ ッ ド を呼び

出した後、 結果をマーシャ リ ングしてク ラ イ

アン トに返す。 

セキュ リ テ ィ  マネージャ セキュ リ テ ィ  マネージャは不要。 WebLogic 
Server で提供されるすべての WebLogic RMI 
サービスは、 セキュア  ソケッ ト  レイヤ  
(SSL) やアクセス制御リ ス ト  (ACL) などのよ
り高度なセキュ リ テ ィ  オプシ ョ ンを備えて
いる。 RMI コードを WebLogic RMI コード
に変換する と きに、

setSecurityManager() への呼び出しをコ
メ ン ト アウ トでき る。

表 1-2 WebLogic RMI の使いやすさ  （続き）

機能 WebLogic RMI
1-4 WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド



WebLogic RMI の機能
 

継承 UnicastRemoteObject を拡張する必要がない
ため、 論理オブジェ ク ト階層が保持される。

リモート  ク ラ スは、 rmi.server パッケージ実
装を継承するために UnicastRemoteObject を
継承する必要がない。 リモー ト  ク ラ スにア
プ リ ケーシ ョ ン階層内のク ラスを継承させつ

つ、 rmi.server パッケージの動作を保持でき
る。

ツールと管理 RMI レジス ト リ をホス トする  WebLogic 
Server は、 分散アプ リ ケーシ ョ ンを開発およ
びデプロイ メ ン トするのに十分なツールを備

えた環境を提供する。

表 1-3 WebLogic RMI のネーミングとルックアップ

機能 WebLogic RMI

ネーミング WebLogic JNDI と完全に統合されている。
JNDI API またはレジス ト リ  インタフェースを
使用して、 アプ リ ケーシ ョ ンを意味のある

ネーム  スペースに分ける こ とができる。 JNDI 
を使用する と、 Lightweight Directory Access 
Protocol (LDAP) や Novell NDS のよ う なエン
タープライズ ネーミ ング  サービスを介して 
RMI オブジェク ト をパブリ ッ ク化できる。

ルッ クアップ URL では、 標準の rmi:// 方式、 https://、
iiop://、 または http:// を使用する。 http:// は、
WebLogic RMI の HTTP リ クエス ト を ト ンネ
リ ングし、 ファ イアウォールを通る場合でも  
WebLogic RMI の リモート呼び出しを使用可
能にする。

表 1-2 WebLogic RMI の使いやすさ  （続き）

機能 WebLogic RMI
WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド 1-5



1 WebLogic RMI について
ク ラ イアン トサイ ドの呼び出

し

ク ラ イアン トからサーバ、 ク ラ イアン トから

ク ラ イアン ト 、 またはサーバから ク ラ イアン

トへの呼び出しをサポートする。 ク ラ イアン

ト とサーバが最適化済み、 多重化、 非同期、

双方向の接続で接続されている適切な  
WebLogic Server 環境で動作する。 このため、
ク ラ イアン ト  アプ リケーシ ョ ンはレジス ト リ
を介してオブジェ ク ト を発行でき、 他のク ラ

イアン ト またはサーバは、 ク ラ イアン ト常駐

オブジェ ク ト をサーバ常駐オブジェ ク ト と し

て使用できる。

表 1-3 WebLogic RMI のネーミングとルックアップ （続き）

機能 WebLogic RMI
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WebLogic RMI フレームワーク
2 WebLogic RMI の機能とガイドラ
イン

以下の節では、WebLogic Server で使用するための RMI のプログラ ミ ングで用い
る  WebLogic RMI の機能について説明します。

� WebLogic RMI フレームワーク

� WebLogic RMI コンパイ ラ

� RMI の動的プロキシ

� ホッ ト  コード生成

� RMI と  T3 プロ ト コル

WebLogic RMI フレームワーク

WebLogic RMI はク ライアン ト とサーバのフレームワークに分けられています。
実行時のク ラ イアン トはサーバのソケッ ト を持たないため、 接続を リ スンしてい
ません。 ク ラ イアン トはサーバを介して接続を取得します。 サーバだけがク ラ イ
アン ト のソケッ ト を認識します。 このため、 ク ライアン トにある リ モー ト  オブ
ジェ ク ト をホス トする場合、 ク ライアン ト は WebLogic Server に接続していなけ
ればな り ません。 WebLogic Server はク ラ イアン トへの リ クエス ト を処理して、
ク ラ イアン トへ情報を渡します。 つま り、 ク ラ イアン トサイ ドの RMI オブジェ
ク ト には、 ク ラスタ内であっても単一の WebLogic Server を介してのみアクセス
できます。 ク ライアン ト  サイ ドの RMI オブジェク ト が JNDI ネーミ ング サービ
スにバインド されている場合、 そのオブジェ ク トへのアクセスは、 そのバインド
を実行したサーバにアクセスできる場合に限 り可能です。 
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2 WebLogic RMI の機能とガイ ド ライン
WebLogic RMI コンパイラ

WebLogic RMI コンパイラ （weblogic.rmic） は、 リモート  オブジェク ト を生成
しコンパイルするためのコマンド  ライン ユーティ リテ ィです。 weblogic.rmic 
では、 ク ラ イアン トサイ ドでカスタム  リモート  オブジェ ク ト  インタフェースの
ための動的プロキシを生成し、 サーバサイ ド  オブジェ ク ト にホッ ト  コード生成
を提供します。

動的プロキシ ク ラスは、 ク ラ イアン ト に渡されるシ リ アライズ可能ク ラスです。
ク ライアン トは、 WebLogic RMI レジス ト リでク ラスをルッ クアップするこ とに
よって、 そのク ラスのプロキシを取得します。 ク ライアン トは、 あたかもローカ
ルなク ラスであるかのよ うにプロキシのメ ソ ッ ドを呼び出します。 プロキシは、
要求をシ リ アラ イズして WebLogic Server に送り ます。

ホッ ト  コード生成では、 ク ラ イアン ト上の動的プロキシからの要求を処理する、
サーバサイ ドのク ラスのバイ ト  コードを作成します。 動的に生成されたバイ ト
コードは、 ク ラ イアン ト要求をデシ リ アラ イズし、 実装ク ラスに対して実行しま
す。 次に結果をシ リ アライズしてク ラ イアン ト のプロキシへ送り返します。 ク ラ
スの実装は、 Weblogic Server の WebLogic RMI レジス ト リ内の名前に関連付け
られます。

RMI オブジェク ト がデプロイ されている場合、 weblogic.rmic を実行する と、
プロキシ ク ラスが自動的に作成され、 実行時にホッ ト  コード生成機能によって
バイ ト コードが動的に生成されます。 weblogic.rmicの使い方については、 「手

順 4． 実装ク ラスを  RMI コンパイ ラでコンパイルする」 を参照して ください。
weblogic.rmic のコマンド ラ イン オプシ ョ ンの一覧については、 「WebLogic 
RMI コンパイ ラのオプシ ョ ン」 を参照して ください。

注意 : ク ラスタ対応ク ラ イアン ト または IIOP ク ラ イアン トの場合は、明示的に 
weblogic.rmic を実行するだけです （WebLogic RMI over IIOP を使用す
る と、 ク ラ イアン トは、 Internet Inter-ORB Protocol （IIOP） を介して 
RMI リモー ト  オブジェ ク トにアクセスできるため、RMI プログラ ミ ング 
モデルが拡張されます）。 RMI over IIOP の使用方法の詳細については、
『WebLogic RMI over IIOP プログラマーズ ガイ ド』 を参照して ください。
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WebLogic RMI コンパイ ラ
スタブとスケルトンから動的プロキシとバイ ト コー

ドへの移行

WebLogic Server 6.1 よ り前のバージ ョ ンでは、 weblogic.rmic を実行する と、
ク ラ イアン トにはスタブが、 サーバサイ ドにはスケル ト ン  コードが生成されま
した。 今回のバージ ョ ンでは、 ク ラ イアン ト  サイ ドで生成されていたスタブは
動的プロキシに、 サーバサイ ドのスケル ト ンはバイ ト コードに置き換えられてい
ます。 これによ り、 ク ラスの生成が不要にな り ました。

バージ ョ ン 6.1 よ り前の WebLogic RMI オブジェ ク ト をバージ ョ ン  6.1 以降の 
WebLogic Server で実行できるよ うにするには、 それらのオブジェ ク ト に対して 
weblogic.rmic を再度実行します。 これによ り、 必要なプロキシおよびバイ ト
コードが生成され、 デプロイ済みの RMI オブジェ ク ト が有効にな り ます。 動的
プロキシの詳細については、 「RMI の動的プロキシ」 を参照して ください。

リモー ト  オブジェ ク トが EJB の場合は、 weblogic.ejbc を再度実行する と、
バージ ョ ン 6.1 よ り前の WebLogic Server オブジェク ト がバージ ョ ン  6.1 以降で
動作するよ うにな り ます。 weblogic.ejbc の使用方法の詳細については、
『WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 を参照して く
ださい。

リモー ト  オブジェ ク トに対して、 -oneway、 -clusterable、

-stickToFirstServer の うちの 1 つまたは複数のパラ メータを使用して 
weblogic.rmic を再度実行するか、 または weblogic.ejbc を再度実行する と、
そのオブジェク トのデプロイ メ ン ト記述子が生成されます。

WebLogic RMI コンパイラのオプション

WebLogic RMI コンパイ ラは、 Java コンパイ ラがサポート しているオプシ ョ ンを
すべて受け入れます。たとえば、コマンド  ラ インのコンパイ ラ  オプシ ョ ンに -d 
\classes examples.hello.HelloImpl を追加できます。 ほかにも、 Java コン
パイ ラがサポート しているすべてのオプシ ョ ンを使用でき、 これらのオプシ ョ ン
は直接 Java コンパイ ラに渡されます。 

次の表に、 java weblogic.rmic オプシ ョ ンを示します。 これらのオプシ ョ ン
は、 java weblogic.rmic の後、 リモー ト  ク ラス名の前に入力します。
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2 WebLogic RMI の機能とガイ ド ライン
表 2-1  WebLogic RMI コンパイラのオプション 

オプション 説明

-help オプシ ョ ンの説明を表示する。

-version バージ ョ ン情報を出力する。

-dispatchPolicy 
<queueName>

サービスが WebLogic Server の実行スレッ ド を取得
するために使う、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みの実行

キューを指定する。 詳細については、 「実行キュー

によるスレッ ド使用の制御」 を参照。

-idl リモート  インタフェース用の IDL を生成する。

-idlOverwrite 既存の IDL フ ァ イルを上書きする。

-idlVerbose IDL情報についての冗長な情報を表示する。

-idlStrict OMG 規格に従って IDL を生成する。

-idlNoFactories 値型 (value type) のファ ク ト リ  メ ソ ッ ド を生成しな
い。

-idlDirectory 
<idlDirectory>

IDL ファ イルを作成するディ レク ト リ を指定する
（デフォル トはカレン ト  ディ レク ト リ ）。

-clusterable そのサービスをク ラ スタ化可能 （WebLogic Server 
ク ラスタ内の複数のサーバがホス トでき る） と して

指定する。 各ホステ ィング  オブジェク ト 、 または
レプ リ カは、 共通名でネーミ ング サービスにバイ
ン ド される。 そのサービス  スタブがネーミ ング 
サービスから取り出される場合、 それはレプ リ カの

リ ス ト を保持するレプ リ カ対応参照を含み、 レプ リ

カ間のロード  バランシングやフェイルオーバを行
う。 

-loadAlgorithm 
<algorithm>

-clusterable と組み合わせた場合だけ使用可能。
ロード  バランシングおよびフェイルオーバに使用
する特定のアルゴ リズムのサービスを指定する （デ

フォル トは 
weblogic.cluster.loadAlgorithm）。 ラ ウン ド

ロビン、 ランダム、 重みベースの中から  1 つ選択で
きる。 
2-4 WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/perform/AppTuning.html#exqueuesmain
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/perform/AppTuning.html#exqueuesmain


WebLogic RMI コンパイ ラ
-callRouter 
<callRouterClass> 

-clusterable と組み合わせた場合だけ使用可能。
ルーテ ィング  メ ソ ッ ド呼び出し用に使われるク ラ
スを指定する。 このク ラスは 
weblogic.rmi.cluster.CallRouter を実装する
必要がある。 指定した場合、 各メ ソ ッ ド呼び出しの

前にそのク ラ スのインスタンスが呼び出され、 その

メ ソ ッ ド  パラ メータに基づいてルーテ ィングする
サーバを指定できる。 サーバ名または null が返され
る。 null は現在のロード  アルゴ リズムが使用される
こ と を示す。 

-stickToFirstServer -clusterable と組み合わせた場合だけ使用可能。
セッション維持型ロード バランシングを有効にす
る。最初の要求をサービスするために選ばれたサー

バが、後続のすべての要求にも使用される。 

-methodsAreIdempotent -clusterable と組み合わせた場合だけ使用可能。
このク ラ スのメ ソ ッ ドが多重呼び出し不変である こ

と を示す。 これによ り、 リモート  メ ソ ッ ドが呼び
出される前に起きた障害かど うか保証できな くて

も、 通信障害があれば、 スタブはその復旧を試みる

こ とができ るよ うになる。 デフォル トでは （このオ

プシ ョ ンが使われなければ）、 スタブはリモート  メ
ソ ッ ドが呼び出された前に起きたこ とが保証されて

いる障害に関してだけ再試行する。

-replicaListRefreshInt
erval <seconds> 

-clusterable と組み合わせた場合だけ使用可能。
クラスタのレプリカ リストをリフレッシュする試
みの最小間隔を指定する（デフォルトは 180 秒）。 

-iiop サーバから  IIOP ス タブを生成する。

-iiopDirectory IIOP プロキシ  ク ラ スが作成されるディレク ト リ を
指定する。

-commentary  注釈を出力する。

-nomanglednames コンパイル時に リモート  ク ラスに固有のプロキシ
が作成される。

オプション 説明
WebLogic RMI プログラマーズ ガイ ド 2-5



2 WebLogic RMI の機能とガイ ド ライン
クラスタ内のレプリケーションされないスタブ

weblogic.rmic を使って、 レプ リ ケート されないスタブをク ラスタ内に生成す
る こ と もできます。 このよ う なスタブは、 「固定」 サービス と呼ばれています。
これらのスタブは登録されたホス ト からのみ使用可能であ り、 透過的なフェ イル
オーバやロード  バランシングは提供しません。 固定サービスはレプ リ ケー ト さ
れたク ラスタ全体の JNDI ツ リーにバインド されるので、 ク ラスタ全体で使用可
能にな り ます。 固定サービスをホス トする各サーバが故障しても、 ク ラ イアン ト
は別のサーバにフェイルオーバする こ とはできません。

WebLogic RMI コンパイラのその他の機能

WebLogic RMI コンパイラには、 他にも以下のよ う な機能があ り ます。 

� リモー ト  メ ソ ッ ドのシグネチャは RemoteException を送出する必要があ り
ません。 

� リモー ト の例外は RuntimeException にマッピングできます。 

� リモー ト  ク ラスは、 非リモート  インタフェースも実装できます。

RMI の動的プロキシ

動的プロキシまたはプロキシは、 リモー ト  オブジェ ク トのク ライアン トが使用
するク ラスです。 このク ラスは、 作成される と きに、 実行時に指定されたインタ
フェースの リ ス ト を実装します。

-keepgenerated WebLogic RMI コンパイラを実行する と きに、 生成
したスタブ ク ラ ス  フ ァ イルと スケル ト ン ク ラ ス  
ファ イルのソースを保持できる。

オプション 説明
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RMI の動的プロキシ
RMI では、 動的に生成されたバイ ト コード とプロキシ  ク ラスが使用されます。
プロキシ ク ラスは、 ク ライアン ト の Java 仮想マシン （JVM） で呼び出されるイ
ンスタンスです。 プロキシ ク ラスは、 呼び出されたメ ソ ッ ド名とその引数を
マーシャ リ ングして、 リモート の JVM に転送します。 リモート呼び出しが終了
して返された後に、 プロキシ ク ラスはク ラ イアン ト上でその結果のマーシャ リ
ングを解除します。 生成されたバイ ト コードは リモー ト  JVM に存在し、 リモー
ト  JVM 上で呼び出されたメ ソ ッ ド と引数のマーシャ リ ングを解除し、 リモート  
オブジェ ク トのインスタンスのメ ソ ッ ドを呼び出した後、 結果をマーシャ リ ング
してク ラ イアン トに返します。

WebLogic RMI コンパイラとプロキシの使い方

WebLogic RMI コンパイ ラは、 デフォルトの動作によ り、 リモート  インタフェー
ス用のプロキシと、 そのプロキシを共有する リモート  ク ラス用のプロキシを作
成します。 プロキシは、 リモー ト  オブジェク トのク ラ イアン ト が使用するク ラ
スです。 RMI では、 動的に生成されたバイ ト コード とプロキシ ク ラスが使用さ
れます。

たとえば、 WebLogic RMI コンパイ ラでは、 example.hello.HelloImpl と  
counter.example.CiaoImpl は、 一対のプロキシ ク ラス とバイ ト コード、 つま
り リモート  オブジェク ト （このサンプルでは example.hello.Hello） によって
実装された リモー ト  インタフェースに適合するプロキシで表わされます。

リモー ト  オブジェ ク トが複数のインタフェースを実装する場合、 プロキシの名
前とパッケージは 1 組のインタフェースをエンコードするこ とによって決定され
ます。 WebLogic RMI コンパイ ラの -nomanglednames とい うオプシ ョ ンを使っ
て、 デフォルトの動作をオーバーラ イ ドできます。 このオプシ ョ ンを使用する
と、 コンパイル時に リモー ト  ク ラスに固有のプロキシが作成されます。 ク ラス
固有のプロキシが検出された場合は、 そのプロキシはインタフェース固有のプロ
キシに優先します。 

さ らに、 WebLogic RMI のプロキシ ク ラスでは、 プロキシは final ではあ り ませ
ん。 同じ場所に配置された リモー ト  オブジェ ク トへの参照は、 プロキシではな
くオブジェ ク ト そのものへの参照です。 
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ホッ ト  コード生成

rmic を実行すると、WebLogic Server のホット コード生成機能により、メモリ
内にサーバ クラス用のバイトコードが自動生成されます。バイトコードは、リ
モート オブジェクトの必要に応じて、動的に生成されます。現在のバージョン
の WebLogic Server では、weblogic.rmic を実行しても、オブジェクトのスケル
トン クラスは生成されません。

RMI と  T3 プロ ト コル

WebLogic Server の RMI 通信では T3 プロ ト コルが使用されます。 このプロ ト コ
ルは、 WebLogic Server と他の Java プログラム ( ク ラ イアン トやその他の 
WebLogic Server を含む ) との間のデータ転送用に最適化されたプロ ト コルです。
サーバ インスタンスは、接続先の各 Java 仮想マシン (JVM) を追跡し、 JVM のす
べての ト ラフ ィ ッ クを転送するための T3 接続を作成します。

たとえば、 Java ク ラ イアン ト が WebLogic Server 上のエンタープライズ Bean お
よび JDBC 接続プールにアクセスする と、 1 つのネッ ト ワーク接続が WebLogic 
Server の JVM と ク ラ イアン ト の JVM との間に確立されます。 T3 プロ ト コルは 
1 つの接続上のパケッ ト を見えない形で多重化するため、 EJB および JDBC の
サービスでは、 専用のネッ ト ワーク接続を単独で使用しているかのよ うに記述す
る こ とができます。

2 つのサーバ インスタンスや 1 つのサーバ インスタンス と  1 つの Java ク ラ イア
ン ト など、 T3 接続された任意の 2 つの Java プログラムは、 定期的にポイン ト
ツーポイン ト の 「ハート ビート 」 を使用して、 使用可能な状態であるこ とを通知
および判定します。 各エンド  ポイン トは定期的にハート ビート をピアに送る と
と もに、 ピアから継続してハート ビート を受け取る こ とでピアが使用可能な状態
である と判定します。

サーバ インスタンスがハート ビート を送る頻度は、ハート ビート間隔 (デフォル
トでは 60 秒 ) で決ま り ます。 
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RMI と  T3 プロ ト コル
ピアからのハート ビートがある回数届かなかないと、 サーバ インスタンスはピ
アが使用不可の状態である と判定します。 この回数は、 ハート ビート周期 (デ
フォル トは 4) によって決ま り ます。

したがって、 各サーバ インスタンスは、 ピアをアクセス不能である と判定する
までに、 ピアから メ ッセージ (ハート ビート または他の通信 ) のない状態で最大 
240 秒 (4 分 ) 待ちます。 

タイムアウ トのデフォルト値は変更しないこ と をお勧めします。
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WebLogic RMI API の概要
3 WebLogic RMI の実装

以下の節では、 WebLogic RMI API について説明します。

� WebLogic RMI API の概要

� WebLogic RMI の実装の手順

WebLogic RMI API の概要

WebLogic RMI の一部と して、 い くつかのパッケージが WebLogic Server に付属
しています。 パブリ ッ ク  API には以下のものが含まれています。

� RMI 基本ク ラスの WebLogic 実装

� レジス ト リ

� サーバのパッケージ

� WebLogic RMI コンパイ ラ

� パブ リ ッ ク  API に含まれないサポート  ク ラス

既に RMI ク ラスを記述している場合は、 リモー ト  インタフェース とそれを拡張
する ク ラスで import 文を変えるだけで WebLogic RMI をインス トールできます。
ク ライアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンに リモー ト呼び出しを追加するには、 レジス ト
リ内でオブジェ ク ト を名前でルッ クアップします。

すべてのリモー ト  オブジェ ク トの基本単位は java.rmi.Remote インタフェース
で、 これにはメ ソ ッ ドが含まれていません。 この 「タグ付け」 インタフェースを
拡張し （リモー ト  ク ラスを識別するタグと して機能するよ うに）、 リモー ト  オブ
ジェ ク トの構造を作成する メ ソ ッ ド  スタブを使って、 使用する リモート  インタ
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フェースを作成します。 次に、 リモート  ク ラスを使って リモー ト  インタフェー
スを実装します。 この実装はレジス ト リ内の名前にバインド され、 ク ライアン ト
やサーバはそこからオブジェ ク ト をルッ クアップして リモー トで使用できます。 

JavaSoft の RMI の参照実装の場合と同様に、 java.rmi.Naming ク ラスは重要な
ク ラスです。 このク ラスには、 レジス ト リ内の リモート  オブジェ ク ト に名前を
バインド、 アンバインド、 リバインドする メ ソ ッ ドが含まれています。 また、 ク
ライアン トからレジス ト リ内の名前付き リモー ト  オブジェ ク トにアクセスする
ための lookup() メ ソ ッ ド も含まれています。

さ らに、 WebLogic JNDI はネーミ ング サービス とルッ クアップ サービスを提供
します。 WebLogic RMI は、 JNDI によるネーミ ングとルッ クアップもサポート
しています。

WebLogic RMI 例外は java.rmi 例外と同じ機能を備えているので、 既存のイン
タフェース と実装で例外の処理方法を変える必要があ り ません。 

WebLogic RMI の実装の手順

以下の節では WebLogic Server RMI の実装方法について説明します。

� リモー ト で呼び出すこ とができるク ラスを作成する

手順 1. リモート  インタフェースを作成する

手順 2. リモート  インタフェースを実装する

手順 3. Java ク ラスをコンパイルする

手順 4. 実装ク ラスを  RMI コンパイ ラでコンパイルする

手順 5. リモート  メ ソ ッ ドを呼び出すコードを記述する

� 完全なコード例
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リモートで呼び出すことができるクラスを作成する

独自の WebLogic RMI ク ラスを簡単な手順で記述できます。 次に、 その単純な例
を示します。

手順 1. リモート  インタフェースを作成する

リモー トで呼び出せるすべてのク ラスは、 リモー ト  インタフェースを実装しま
す。 Java コードのテキス ト  エディ タを使用し、 以下のガイ ド ラインに従って リ
モー ト  インタフェースを記述します。

� リモー ト  インタフェースは、 java.rmi.Remote インタフェースを拡張しな
ければな り ませんが、 これにはメ ソ ッ ド  シグネチャが含まれていません。 イ
ンタフェースを実装する各 リモー ト  ク ラスで実装される メ ソ ッ ド  シグネ
チャを含めます。 インタフェースの作成方法については、 Sun Microsystems 
JavaSoft チュート リ アルの 「Creating Interfaces」 を参照して ください。

� リモー ト  インタフェースはパブリ ッ クでなければな り ません。 パブ リ ッ クで
ない場合、 ク ライアン トは リモー ト  インタフェースを実装する リモート  オ
ブジェ ク ト をロード し よ う とする とエラーを受け取り ます。

� JavaSoft の RMI とは異なり、 インタフェース内の各メ ソ ッ ドがその throws 
ブロッ クで java.rmi.RemoteException を宣言する必要はあ り ません。 ア
プ リ ケーシ ョ ンが送出する例外は、 そのアプリ ケーシ ョ ンに固有なものでも
よ く、 RuntimeException を拡張するこ と も可能です。 WebLogic RMI は、
サブク ラス  java.rmi.RemoteException を作成するため、 既存の RMI ク ラ
スがある場合は、 例外処理を変更する必要があ り ません。

� リモー ト  インタフェースにはコードがあま り記述されていない場合もあ り ま
す。 必要なのは、 リモート  ク ラスで実装する メ ソ ッ ドに対する メ ソ ッ ド  シ
グネチャだけです。

以下の例に、 メ ソ ッ ド  シグネチャ  sayHello() が含まれた リモート  インタ
フェースを示します。

package examples.rmi.multihello;

import java.rmi.*;

public interface Hello extends java.rmi.Remote {

  String sayHello() throws RemoteException;
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}

JavaSoft の RMI では、 リモート  インタフェースを実装するすべてのク ラスには、
コンパイル済みのプロキシが存在しなければな り ません。 WebLogic RMI は、 柔
軟性の高い実行時のコード生成をサポート します。 つま り、 WebLogic RMI は、
型さえ正しければ、 そのほかはインタフェースを実装する ク ラスに依存しない動
的プロキシと動的に生成されるバイ ト コード もサポート します。 ク ラスが 1 つの
リモー ト  インタフェースを実装する場合、 コンパイ ラが生成したプロキシとバ
イ ト コードは、 リモート  インタフェース と同じ名前になり ます。 ク ラスが複数
の リモー ト  インタフェースを実装する場合、 コード生成の結果できるプロキシ
とバイ ト コードの名前は、 コンパイ ラが使う名前の区切 り方によって変わり ま
す。

手順 2. リモート  インタフェースを実装する

Java コードのテキス ト  エディ タを使用して、 リモート で呼び出される ク ラスを
記述します。 このク ラスは、 手順 1 で記述した リモート  インタフェースを実装
する必要があ り ます。 これは、 インタフェースに含まれる メ ソ ッ ド  シグネチャ
を実装したこ とを意味します。 現在のリ リースでは、 WebLogic RMI で行われる
コード生成はこのク ラスファ イルに依存します。

WebLogic RMI では、 ク ラスは JavaSoft RMI で必須の UnicastRemoteObject を
拡張する必要はあ り ません （UnicastRemoteObject を拡張するこ とはできます
が、 必須ではあ り ません）。 このため、 アプ リ ケーシ ョ ンに適用しやすいク ラス
階層を維持できます。

ク ラスは、 複数の リモー ト  インタフェースを実装できます。 また、 ク ラスには
リモー ト  インタフェースにないメ ソ ッ ド も定義できますが、 このよ う な メ ソ ッ
ドは リモートで呼び出せません。

次の例では、 複数の HelloImpls を作成するク ラスを実装し、 それぞれをレジス
ト リ内の固有の名前にバインド します。 メ ソ ッ ド  sayHello() は、 ユーザに
「Hello」 と あいさつし、 リモー ト で呼び出されたオブジェ ク ト を識別します。 

package examples.rmi.multihello;

import java.rmi.*;

public class HelloImpl implements Hello {

  private String name;
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  public HelloImpl(String s) throws RemoteException {

    name = s;

  }

  public String sayHello() throws RemoteException {

    return "Hello!From " + name;

  }

次に、 リモー ト  オブジェク トのインスタンスを作成する  main() メ ソ ッ ドを記述
し、 それを名前 （オブジェ ク ト の実装を指し示す URL） にバインドする こ とに
よって WebLogic RMI のレジス ト リに登録します。 リモー ト でオブジェ ク ト を使
用するためにプロキシを取得しよ う とする ク ライアン トは、 オブジェ ク ト を名前
でルッ クアップできます。

次に、 HelloImpl ク ラス用の main() メ ソ ッ ドの例を示します。 この例では、
WebLogic Server レジス ト リに HelloRemoteWorld とい う名前で HelloImpl オブ
ジェ ク ト を登録します。 

  public static void main(String[] argv) {

    // 以下のコードは WebLogic RMI では不要

    // System.setSecurityManager(new RmiSecurityManager());

    // しかし、このコードを含める場合には、以下のように

    // 条件文にする必要がある

    // if (System.getSecurityManager() == null)

    // System.setSecurityManager(new RmiSecurityManager());

    int i = 0;

    try {

      for (i = 0; i < 10; i++) {

        HelloImpl obj = new HelloImpl("MultiHelloServer" + i);

        Context.rebind("//localhost/MultiHelloServer" + i, obj);

System.out.println("MultiHelloServer" + i + " created.");

      }

      System.out.println("Created and registered " + i +

                         " MultiHelloImpls.");

    }
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    catch (Exception e) {

      System.out.println("HelloImpl error:" + e.getMessage());

      e.printStackTrace();

    }

  }

WebLogic RMI では、 アプ リ ケーシ ョ ンにセキュ リ テ ィ を統合するためにセキュ
リ テ ィ  マネージャを設定する必要はあ り ません。 セキュ リ テ ィは、WebLogic の 
SSL と  ACL のサポートによって処理されます。 必要な場合は独自のセキュ リ
テ ィ  マネージャを使う こ と もできますが、それを  WebLogic Server にインス トー
ルしないでください。 

手順 3. Java クラスをコンパイルする

javac または他の Java コンパイ ラを使用して  .java ファ イルをコンパイルし、
リモー ト  インタフェース とそれを実装するク ラス用の  .class ファ イルを作成し
ます。

手順 4. 実装クラスを RMI コンパイラでコンパイルする

リモー ト  ク ラスに対して WebLogic RMI コンパイ ラ  (weblogic.rmic) を実行し、
動的プロキシとバイ ト コードを動的に生成します。 プロキシは、 リモー ト  オブ
ジェク ト用のク ライアン トサイ ド  プロキシで、 個々の WebLogic RMI 呼び出し
を対応するサーバサイ ド  バイ ト コードに転送します。 サーバサイ ド  バイ ト コー
ドは、 その呼び出しを実際の リモー ト  オブジェ ク トの実装に転送します。
weblogic.rmic を実行するには、 次のコマンド  パターンを使用します。 

  $ java weblogic.rmic nameOfRemoteClass

nameOfRemoteClass は、 リモー ト  インタフェースを実装する ク ラスの完全な
パッケージ名です。 上で使用した例では、 このコマンドは次のよ うにな り ます。 

  $ java weblogic.rmic examples.rmi.hello.HelloImpl

生成したプロキシとバイ ト コードのソースを保持する場合は、 weblogic.rmic 
を実行する と きに -keepgenerated フラグを設定します。 使用可能なコマンド
ライン オプシ ョ ンの一覧については、「WebLogic RMI コンパイ ラのオプシ ョ ン」
を参照して ください。
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weblogic.rmic を実行する と、 プロキシとバイ ト コードが動的に生成されます。
プロキシは、 nameOfInterface_Proxy.class とい う ク ラスにな り ます。 作成さ
れる  3 つのファ イル、 つま り リモー ト  インタフェース、 リモー ト  インタフェー
スを実装するク ラス、 およびプロキシは、 weblogic.rmic によって生成される
バイ ト コード と と もに、 オブジェ ク ト の main() メ ソ ッ ドのネーミ ング方式で使
用した URL を持つ WebLogic Server の CLASSPATH の該当ディ レ ク ト リに入れる
必要があ り ます。

手順 5. リモート  メソッ ドを呼び出すコードを記述する

リモー ト  ク ラス、 リモー ト  ク ラスが実装するインタフェース、 およびそのプロ
キシとバイ ト コードをコンパイルして WebLogic Server にインス トールしたら、
Java コードのテキス ト  エディ タを使用し、 WebLogic ク ラ イアン ト  アプリ ケー
シ ョ ンにコードを追加して リモー ト  ク ラスのメ ソ ッ ドを呼び出すこ とができま
す。 

通常、 そのためにはコードを  1 行だけ記述します。 つま り、 リモート  オブジェ
ク トへの参照を取得します。 これは、 Naming.lookup() メ ソ ッ ドで行います。
次に、上の例で作成したオブジェク ト を使用する短い WebLogic ク ラ イアン ト  ア
プリ ケーシ ョ ンの例を示します。 

package mypackage.myclient;

import java.rmi.*;

public class HelloWorld throws Exception {

  // WebLogic のレジストリ内の

  // リモート オブジェクトをルックアップする

  Hello hi = (Hello)Naming.lookup("HelloRemoteWorld");

  // メソッドをリモートで呼び出す

  String message = hi.sayHello();

  System.out.println(message);

}

この例では、 ク ライアン ト と して  Java アプリ ケーシ ョ ンを使用しています。 
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完全なコード例

次に、 Hello インタフェースの完全なコードを示します。 

package examples.rmi.hello;

import java.rmi.*;

public interface Hello extends java.rmi.Remote {

  String sayHello() throws RemoteException;

}

次に、 このインタフェースを実装する  HelloImpl ク ラスの完全なコードを示し
ます。 

package examples.rmi.hello;

import java.rmi.*;

public class HelloImpl

    // 以下は WebLogic RMIでは不要

    // extends UnicastRemoteObject

    implements Hello {

  public HelloImpl() throws RemoteException {

    super();

  }

  public String sayHello() throws RemoteException {

    return "Hello Remote World!!";

  }
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  public static void main(String[] argv) {

    try {

      HelloImpl obj = new HelloImpl();

      Naming.bind("HelloRemoteWorld", obj);

    }

    catch (Exception e) {

      System.out.println("HelloImpl error:" + e.getMessage());

      e.printStackTrace();

    }

  }

}
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